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は
じ
め
に

　

そ
の
功
徳
の
確
か
さ
を
千
の
眼
と
千
の
手
と
い
う
か
た
ち
に
よ
っ
て
強
力
に
印
象
づ
け

る
千
手
観
音
は
、
現
在
も
東
ア
ジ
ア
の
各
地
で
あ
つ
く
拝
ま
れ
て
い
る
。
万
能
の
陀
羅
尼

「
大
悲
呪
」
の
力
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
こ
の
観
音
は
、
七
世
紀
に
経
典
と

像
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
も
た
ら
さ
れ
、
開
元
、
天
宝
（
七
一
三
〜
七
五
五
）
以
降
、
信
仰

は
中
国
各
地
へ
と
急
速
に
広
ま
っ
た）1
（

。
八
世
紀
以
降
も
千
手
観
音
は
、
大
悲
呪
の
圧
倒
的

な
人
気
を
基
盤
に
人
々
の
信
仰
を
集
め
続
け
、
ま
た
変
化
観
音
の
代
表
格
と
し
て
、
宗
派

の
別
を
問
わ
ず
礼
拝
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
、
千
手
観
音
像
の
前
で
は
、
各
時
代
の
在
俗

信
者
の
要
望
に
応
え
、
そ
れ
故
に
幅
広
い
教
団
・
宗
派
に
ま
た
が
っ
て
実
践
さ
れ
る
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
像
の
あ
り
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
近
年
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
論
考
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
井
手
誠
之
輔
氏
は
、
岐
阜
県
の
永
保
寺
や
、
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
に
残
る
千
手

観
音
画
像
が
、「
迎
請
」
と
い
っ
た
南
宋
の
皇
帝
主
催
の
国
家
儀
礼
と
関
係
す
る
可
能
性

を
指
摘
す
る）2
（

。
ま
た
、
濱
田
瑞
美
氏
は
、
敦
煌
の
莫
高
窟
や
敦
煌
請
来
画
の
中
に
見
ら
れ

る
、
唐
末
か
ら
五
代
（
九
世
紀
末
〜
十
世
紀
）
の
作
例
が
「
諸
尊
を
招
請
し
て
大
悲
心
陀
羅

尼
を
唱
え
る
法
会
に
用
い
ら
れ
た
」
可
能
性
を
指
摘
す
る）3
（

。
氏
は
こ
の
他
に
も
、
四
川
省

東
南
部
の
内
江
市
に
あ
る
、
宋
代
初
め
ま
で
に
造
ら
れ
た
千
手
観
音
の
巨
像
が
、
大
悲
懺

法
や
水
陸
会
な
ど
、
大
勢
の
信
者
が
集
う
法
会
の
「
本
尊
」
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る）4
（

。

　

こ
れ
ら
の
儀
式
の
中
で
も
水
陸
会
は
、
唐
末
頃
か
ら
民
間
で
絶
大
な
人
気
を
誇
り
、
宋

以
降
に
は
皇
室
も
度
々
主
催
し
た
、
き
わ
め
て
大
規
模
な
法
会
で
あ
る
。
大
勢
の
信
者
か

ら
多
額
の
布
施
が
集
ま
る
水
陸
会
は
現
代
で
も
寺
院
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
収
入
源
と

な
っ
て
い
る
が）5
（

、
既
に
宋
代
頃
か
ら
こ
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
文
献
史
料
か
ら
伺
え

る
。
た
と
え
ば
、『
仏
祖
統
記
』
巻
三
三
に
よ
れ
ば
、
南
宋
の
皇
帝
孝
宗
の
宰
相
で
あ
っ

た
史
浩
は
、
田
百
畝
を
施
捨
し
て
、
四
明
（
現
在
の
浙
江
省
寧
波
市
）
の
月
波
山
に
四
時
水

陸
を
設
け
た
と
い
い
、
ま
た
月
波
山
近
隣
の
尊
教
寺
で
は
、「
同
族
三
千
余
人
」
が
施
財

し
、
田
を
寄
付
し
て
水
陸
会
を
行
っ
て
い
た
と
い
う）6
（

。
こ
の
よ
う
に
寺
院
に
と
っ
て
魅
力

的
な
収
入
源
で
あ
っ
た
水
陸
会
の
本
尊
と
し
て
機
能
し
得
た
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
像
を
造

る
上
で
も
大
き
な
動
機
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
寺
院
で
は
現
在
も
主
要
な
堂

宇
に
千
手
観
音
の
巨
像
を
ま
つ
る
例
が
多
い
が
、
水
陸
会
の
よ
う
な
大
型
法
会
の
本
尊
た

り
得
た
こ
と
は
、
或
い
は
寺
々
に
お
け
る
千
手
観
音
像
の
設
置
が
一
般
化
す
る
一
つ
の
発

端
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
濱
田
氏
の
指
摘
は
、
宋
代
以
降
の
中
国
に
お

け
る
千
手
観
音
の
信
仰
と
造
形
を
考
え
る
上
で
も
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
も
そ
も
、
道
場
の
壁
に
か
け
め
ぐ
ら
せ
る
「
水
陸
画
」
が
主
要
な
役
割
を
果

た
す
と
さ
れ
る
水
陸
会
に
お
い
て
は
、
水
陸
画
の
他
に
い
か
な
る
像
を
用
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
儀
式
に
お
い
て
千
手
観
音
像
を
積
極
的
に
用
い
る
理
由
は
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
文
献
上
の
記
録
、
実
作
例
と
も
に
宋
代
以
降
に
多
く
の
例
が
見
ら

れ
る
巨
大
な
千
手
観
音
像
が
、
水
陸
会
の
「
本
尊
」
と
し
て
機
能
し
得
た
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
水
陸
会
儀
軌
の
内
容
や
、
水
陸
会
で
用
い
ら
れ
た
水
陸
画
以
外
の
像
に
つ
い
て

の
同
時
代
記
録
の
検
討
、
並
び
に
水
陸
会
に
期
待
さ
れ
た
功
徳
と
千
手
観
音
に
期
待
さ
れ

水
陸
会
に
お
け
る
千
手
観
音
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察

羅　
　
　

翠　

恂

W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L N

O
. 1 (2013. 10)

 Abstract 



W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L

（2）225

た
功
徳
の
対
照
、
な
ど
を
通
し
て
考
察
し
た
い
。

一
、
宋
代
に
お
け
る
大
型
千
手
観
音
像
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

　

唐
、
宋
代
に
作
ら
れ
た
千
手
観
音
像
の
現
存
作
例
は
、
甘
粛
省
の
敦
煌
）
7
（

、
そ
し
て
四
川

地
域
に
集
中
す
る）8
（

。
特
に
四
川
は
千
手
観
音
信
仰
が
き
わ
め
て
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が

文
献
か
ら
も
伺
え
、
先
行
研
究
で
も
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た）9
（

。
同
地
の
作
例
は
い
ず

れ
も
、
崖
面
を
彫
り
窪
め
た
龕
の
内
部
に
像
を
彫
出
す
る
摩
崖
造
像
の
か
た
ち
を
と
る
。

そ
の
多
く
は
、
龕
の
中
心
に
千
手
観
音
の
坐
像
を
ひ
と
き
わ
大
き
く
あ
ら
わ
し
、
観
音
の

方
向
へ
飛
来
す
る
雲
の
上
や
、
観
音
左
右
の
基
壇
上
、
並
び
に
龕
床
上
な
ど
に
、
多
い
時

に
は
百
体
以
上
の
像
が
集
う
群
像
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
像
の
形
式
や
諸
尊
の
構
成
は
時

代
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
が
、
中
で
も
際
立
つ
特
徴
は
、
唐
末
以
降
に
な
る
と
、
高
さ
六
〜

八
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
た
大
き
な
千
手
観
音
像
を
あ
ら
わ
す
作
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
大
型
の
千
手
観
音
が
、
長
江
の
支
流
沱
江
が
市
内
を
貫
く
、
四
川
省
東
南
部

の
内
江
市
に
四
件
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
像
、
西
岩
摩
崖
造
像
第
四
五
号
龕
、
東
林

寺
摩
崖
造
像
第
十
一
号
龕
、
聖
水
寺
像
、
翔
龍
山
摩
崖
造
像
は
晩
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る）10
（

。

　

こ
れ
ら
の
像
に
つ
い
て
は
先
に
挙
げ
た
濱
田
瑞
美
氏
に
よ
る
卓
見
が
あ
る
。
氏
は
ま

ず
、
四
作
例
が
四
川
の
中
で
も
飛
び
抜
け
て
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
い
ず
れ
の
例
に
お
い

て
も
龕
の
正
面
を
建
築
物
で
覆
い
、
像
の
前
に
空
間
を
設
け
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
唐
か
ら
宋
の
間
に
造
ら
れ
た
四
川
の
千
手
観
音
像
に
お
い
て
は
、
観
音
の
四
十
大
手

の
中
で
も
、
観
音
が
自
ら
坐
す
台
座
の
左
右
に
垂
ら
す
甘
露
手
と
宝
雨
手
を
こ
と
さ
ら
に

強
調
す
る
か
の
よ
う
な
表
現
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
千
手
観
音
の
四
十
大
手
の

そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
こ
の
観
音
が
叶
え
る
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
象
徴
す
る
持
物
や
印

相
を
あ
ら
わ
す
が
、
甘
露
手
と
宝
雨
手
に
限
っ
て
は
、
功
徳
の
恩
恵
を
受
け
る
対
象
を
直

接
的
ま
た
は
間
接
的
に
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
甘
露
手
と
宝
雨
手
の
下
に
は

多
く
の
場
合
、
観
音
が
施
す
甘
露
や
宝
雨
を
跪
い
て
受
け
る
餓
鬼
と
貧
人
を
あ
ら
わ
し
て

お
り）11
（

、
ま
た
東
林
寺
像
、
聖
水
寺
像
に
限
れ
ば
、
観
音
の
台
座
左
右
か
ら
湧
き
出
て
、
礼

拝
者
に
施
さ
れ
る
泉
の
水
が
、
こ
の
両
手
か
ら
流
れ
出
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
採
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
氏
は
、
千
手
観
音
の
甘
露
手
と
宝
雨
手
が
実
叉
難
陀
訳
『
仏
説
救

面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』（
以
下
『
面
然
経
』）
や
不
空
訳
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼

経
』（
以
下
『
焔
口
経
』）
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
施
食
な
ど
も
含
む
、
一
切
の
有
情

に
対
す
る
救
済
行
為
を
造
形
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
救

済
能
力
を
き
わ
め
て
具
体
的
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
す
千
手
観
音
像
の
大
型
化
が
、
唐
宋
時

代
に
千
手
観
音
像
が
大
規
模
な
法
会
の
本
尊
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
対

応
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
法
会
の
中
に
、
水
陸
会
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る

の
で
あ
る）12
（

。
広
義
に
お
い
て
は
施
餓
鬼
会
の
一
種
で
あ
る
と
さ
れ
る
水
陸
会
が
、
餓
鬼
へ

食
を
施
す
こ
と
の
功
徳
を
説
く
『
面
然
経
』
や
『
焔
口
経
』
か
ら
派
生
し
た
と
の
見
方
は
、

先
行
研
究
に
お
い
て
も
半
ば
定
説
と
な
っ
て
い
る）13
（

。
こ
の
点
に
鑑
み
て
も
濱
田
氏
の
説
は

き
わ
め
て
説
得
力
に
富
む
。

　

と
こ
ろ
で
、
濱
田
氏
を
含
む
先
行
研
究
で
も
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
唐
、
宋
代
の
中
国

で
大
型
の
千
手
観
音
像
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
文
献
に
も
記
録
が
残
る
）
14
（

。
例

え
ば
明
、
曹
学
佺
撰
『
蜀
中
名
勝
記
』
巻
一
五
に
は
四
川
、
富
順
県
の
中
崖
山
に
「
唐
咸

通
中
（
八
六
〇
〜
八
七
四
）、
依
崖
刊
大
悲
仏
像
。
宋
初
僧
自
悟
、
架
屋
三
百
楹
。
天
聖
丁

丑
（
天
禧
丁
巳
、
一
〇
一
七
年
の
誤
り
か）
15
（

）、
賜
名
普
覚
院
」
と
あ
り
、
内
江
の
諸
像
と
同
様
、

こ
こ
で
も
晩
唐
期
に
崖
面
に
千
手
観
音
の
像
が
彫
ら
れ
、
宋
初
に
至
っ
て
こ
れ
を
覆
う
よ

う
に
高
大
な
建
築
物
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
二

六
「
鎮
州
大
悲
寺
自
覚
伝
」
に
よ
れ
ば
、
鎮
州
（
現
河
北
省
正
定
県
）
の
大
悲
寺
で
大
暦
四

年
（
七
六
九
）
に
四
十
九
尺
の
銅
製
千
手
観
音
像
が
造
ら
れ
た
と
い
う
。
同
伝
に
よ
れ
ば
、

こ
の
像
は
後
周
の
顕
徳
（
九
五
四
〜
九
五
九
）
の
初
め
に
鋳
銭
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
た
が
、

宋
の
太
祖
（
九
六
〇
〜
九
七
六
）
が
こ
れ
を
も
と
の
形
に
復
し
た）16
（

。
こ
の
よ
う
に
、
由
緒
自

体
は
唐
代
に
遡
る
と
さ
れ
る
千
手
観
音
の
巨
像
が
、
宋
に
至
っ
て
あ
る
い
は
像
前
に
屋
を

架
け
る
、
あ
る
い
は
像
自
体
を
修
造
す
る
、
と
い
っ
た
か
た
ち
で
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
、
先
に
挙
げ
た
内
江
東
林
寺
摩
崖
造
像
第
十
一
号
龕
の
像
に

つ
い
て
も
ま
た
、
南
宋
の
紹
興
十
一
年
（
一
一
四
一
）
に
、
像
が
彫
ら
れ
た
崖
の
傍
ら
に
「
高

閣
」
を
設
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）17
（

。

　

し
か
し
こ
う
し
た
一
連
の
記
録
の
中
で
も
特
に
目
を
引
く
の
は
、
唐
、
宋
代
に
勅
額
を

賜
っ
て
い
る
寺
院
に
お
い
て
、
や
は
り
同
じ
頃
に
千
手
観
音
の
巨
像
を
造
る
例
が
多
々
見
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ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
宋
、
袁
説
友
撰
『
成
都
文
類
』
巻
四
〇
所
引
「
大

中
祥
符
禅
院
大
悲
像
閣
記
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

（
紹
興
）
十
七
年
（
一
一
四
七
）
季
春
、
役
工
彫
造
千
手
眼
大
悲
像
、
至
二
十
一
年

孟
冬
、
像
成
。
立
高
四
十
七
尺
、
横
広
二
十
四
尺
。
復
于
二
十
二
年
季
春
、
則
故
暖

堂
基
而
像
建
閣
、
閣
広
九
十
尺
、
深
七
十
八
尺
、
高
五
十
四
尺
、
于
紹
興
二
十
二
年

三
月
七
日
閣
就
、
奉
安
聖
像
于
其
中
。

こ
の
記
事
か
ら
は
、
紹
興
年
間
に
高
さ
約
十
四
米
、
幅
約
七
米
の
巨
像
が
造
ら
れ
、
続
い

て
こ
の
像
を
安
置
す
る
た
め
に
桁
行
約
二
十
七
米
、
梁
間
約
二
十
三
米
、
高
さ
約
十
六
米

の
閣
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
像
と
建
築
の
規
模
か
ら
し
て
も
、
寺
院
の
主
要

堂
宇
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
中
祥
符
禅
院
は
、
晩
唐
期
に
は
三
十
院
を
か

か
え
た
と
い
う
大
寺
院
、
聖
寿
寺
の
一
院
で
あ
る
。
聖
寿
寺
は
、
六
世
紀
末
に
隋
室
の
蜀

王
楊
秀
が
空
慧
寺
と
し
て
創
設
し
、
唐
代
に
は
三
蔵
法
師
玄
奘
も
学
び
、
受
戒
し
た
古
来

の
名
刹
で
あ
る）18
（

。
大
中
祥
符
年
間
（
一
〇
〇
八
〜
一
〇
一
六
）
に
勅
額
を
賜
り
、「
大
中
祥
符

禅
院
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
『
成
都
文
類
』
巻
三
九
所
録
、
紹
興
十
一
年
（
一
一
四
一
）
撰
「
増

修
大
悲
閣
記
」
に
「
元
豊
壬
戌
、
有
大
法
師
、
敏
行
其
名
、
造
大
悲
像
、
端
厳
妙
好
、
千

臂
千
手
、
千
耳
千
目
、
復
建
大
閣
、
厳
覆
像
貌
」
と
あ
り
、
元
豊
壬
戌
（
一
〇
八
二
）
に

僧
敏
行
が
千
手
観
音
像
を
造
ら
せ
、
続
い
て
像
を
覆
う
「
大
閣
」
を
建
て
た
こ
と
が
わ
か

る
。
像
の
規
模
に
つ
い
て
記
述
は
無
い
も
の
の
、
大
閣
に
見
合
う
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る）19
（

。
閣
の
内
部
に
は
、
千
手
観
音
と
い
う
主
尊
に
合
わ
せ
て
観
音
十
堵
、
楞

厳
変
相
十
八
堵
、
八
明
王
八
堵
、
絨
毯
観
音
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う）20
（

。
こ
の
堂
が

あ
っ
た
大
聖
慈
寺
は
唐
の
至
徳
年
間
（
七
五
六
〜
七
五
八
）
に
勅
建
さ
れ
、
玄
宗
の
勅
額
を

賜
っ
た
成
都
最
大
の
寺
院
で
あ
り
、
往
時
に
は
九
十
六
も
の
院
が
軒
を
連
ね
て
い
た）21
（

。
ま

た
、
や
や
後
代
の
こ
と
に
は
な
る
が
日
本
に
渡
っ
た
禅
宗
の
高
僧
、
蘭
渓
道
隆
が
学
ん
だ

寺
と
し
て
も
名
高
い
。

　

こ
の
よ
う
な
千
手
観
音
の
巨
像
を
擁
す
る
堂
宇
は
、
こ
の
時
期
中
国
の
各
地
で
建
て
ら

れ
て
い
た
ら
し
く
、
宋
、
程
倶
（
一
〇
七
七
〜
一
一
四
四
）
撰
『
北
山
集
』
巻
十
九
「
衢
州
（
現

在
の
浙
江
省
衢
州
市
）
大
中
祥
符
寺
大
悲
観
世
音
菩
薩
閣
記
」
に
よ
れ
ば
、
紹
興
二
年
（
一

一
三
二
）
に
管
内
僧
正
の
妙
空
大
師
が
、
布
施
を
募
り
私
財
を
投
じ
て
「
大
仏
殿
の
後
」

に
大
悲
観
世
音
、
つ
ま
り
千
手
観
音
像
を
造
ら
せ
、
こ
れ
を
「
大
閣
」
で
覆
っ
た
と
い
う
。

像
を
造
っ
た
の
ち
に
こ
れ
を
建
築
物
で
覆
う
と
い
う
手
順
は
成
都
の
大
中
祥
符
禅
院
や
大

聖
慈
寺
と
同
様
で
あ
り
、
移
動
が
困
難
な
巨
像
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
安
置
場
所

に
造
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
大
仏
殿
後
の
「
大
閣
」
と
い
う
か
ら
に
は
や

は
り
寺
院
の
主
要
堂
宇
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
主
に
宋
代
の
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
以
前
か
ら
存
在
し
た
像
に

屋
根
を
架
け
て
人
々
が
集
え
る
空
間
を
作
る
、
ま
た
は
新
た
に
像
を
造
っ
て
、
寺
院
の
主

要
堂
宇
と
な
り
得
る
規
模
の
建
築
物
で
こ
れ
を
覆
う
な
ど
、
千
手
観
音
の
巨
像
が
特
に
注

目
を
集
め
、
大
型
法
会
の
場
と
な
り
得
る
よ
う
な
空
間
に
置
か
れ
る
と
い
う
現
象
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
巨
像
の
現
存
作
例
が
、
造
形
の
上
で
も
餓

鬼
へ
の
施
食
や
衆
生
へ
の
施
し
と
い
っ
た
功
徳
を
特
に
強
調
し
て
お
り
、
施
餓
鬼
会
の
一

種
で
あ
る
水
陸
会
の
本
尊
と
し
て
相
応
し
い
特
徴
を
備
え
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
水
陸
会
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
儀
式
で
、
十
一
、
十
二
世
紀
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
水
陸
会
の
概
略
と
起
源
に
つ
い

て
簡
単
に
述
べ
た
上
で
、
儀
式
と
儀
軌
の
展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。

二
、
水
陸
会
の
沿
革
と
儀
軌
の
系
統

　

水
陸
会
と
は
、
普
く
十
界
に
食
を
施
す
こ
と
で
功
徳
を
積
み
、
幅
広
い
利
益
を
享
受
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
儀
式
で
あ
る
。
現
在
の
儀
式
は
「
内
壇
」
と
「
外
壇
」
で
、
七
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
儀
式
の
中
核
と
な
る
の
は
内
壇
で
あ
る
。
内
壇
の
道
場
内

に
は
四
面
の
壁
に
沿
っ
て
上
、
下
堂
、
の
「
席
」
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
諸
仏
か
ら

鬼
神
衆
ま
で
、
施
食
の
対
象
と
な
る
存
在
を
描
い
た
掛
け
軸
、
所
謂
「
水
陸
画
」
を
掛
け

る
。
こ
れ
ら
を
招
請
し
、
食
を
施
し
た
後
に
再
び
送
り
返
す
と
い
う
の
が
、
内
壇
で
行
わ

れ
る
儀
式
の
大
略
で
あ
り
、
水
陸
会
の
儀
軌
は
い
ず
れ
も
内
壇
の
儀
式
次
第
を
記
す
も
の

で
あ
る）22
（

。

　

水
陸
会
の
起
源
に
つ
い
て
記
す
最
古
の
記
録
は
熙
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
に
東
川
楊
鍔
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が
記
し
た
「
水
陸
大
斎
霊
跡
記
」（
以
下
「
霊
跡
記
」）
で
あ
る
。
同
記
は
お
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
記
す
。
あ
る
時
梁
の
武
帝
は
夢
に
高
僧
を
見
る
。
そ
し
て
そ
の
高
僧
か
ら
、
あ
ま
ね

く
衆
生
を
助
け
、
幽
顕
を
利
楽
す
る
、「
水
陸
広
大
冥
斎
」
を
設
け
る
よ
う
に
、
と
勧
め

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
高
僧
志
公
（
宝
志
）
か
ら
の
助
言
を
受
け
て
大
蔵
経
論
に
広
く
あ
た
っ

た
と
こ
ろ
、
か
つ
て
仏
弟
子
の
阿
難
が
焦
面
鬼
王
に
会
っ
て
施
食
を
行
っ
た
経
緯
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
も
と
に
儀
文
を
作
り
、
天
監
四
年
（
五
〇
五
）
に
金
山
寺
（
現
在
の

江
蘇
省
鎮
江
市
に
あ
る
）
で
水
陸
会
を
催
し
た
。
そ
の
後
隋
唐
の
間
に
こ
の
儀
文
は
途
絶
え

た
が
、
唐
の
咸
亨
二
年
（
六
七
一
）
に
、
長
安
僧
、
道
英
禅
師
が
こ
れ
を
入
手
し
て
斎
会

を
復
興
し
た
、
と
い
う）23
（

。
た
だ
し
こ
の
内
容
は
唐
代
に
成
立
し
た
『
面
然
経
』
や
『
焔
口

経
』
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
儀
式
や
儀
軌
は
実
際
に
は
梁
代
ま
で

遡
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
千
手
観
音
の
甘
露
手
と
宝
雨
手
と
も
関
わ
り
の
深
い
こ
れ

ら
両
経
は
、「
諸
仙
に
は
食
を
流
水
に
致
し
、
鬼
に
は
食
を
浄
地
に
施
す
」
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
両
経
が
、
水
陸
会
の
成
立
基
盤
の
一
つ
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
通
説
と
な
っ
て
い
る）24
（

。

　

初
期
の
水
陸
会
に
つ
い
て
は
、
最
も
早
い
記
録
で
は
陳
思
の
『
宝
刻
叢
編
』
巻
十
五
に
、

「
唐
修
水
陸
無
遮
斎
題　

太
和
七
年
六
月
諸
道
石
刻
録

　
　
　
　
　

」
と
あ
り
、
太
和
七
年
（
八
三
三
）
に

は
法
会
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）25
（

。
こ
の
他
に
も
『
延
祐
四
明
志
』
巻
十
六
に

は
「
境
清
興
法
寺
在
東
南
隅
、
唐
咸
通
二
年
（
八
六
一
）
建
始
僧
鴻
紹
因
南
門
外
水
陸
院

基
為
柳
亭
院
」
と
あ
り
、
ま
た
『
嘉
泰
会
稽
志
』
巻
七
の
大
中
祥
符
寺
条
に
は
、「
唐
中

和
二
年
（
八
八
二
）
僧
可
瑫
建
号
中
和
水
陸
院
」
と
あ
る
な
ど
、
晩
唐
頃
に
は
各
地
で
水

陸
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）26
（

。
こ
れ
ら
の
儀
式
に
つ
い
て
は
詳
細
が
不
明

で
あ
る
も
の
の
、
宋
、
黄
休
復
撰
『
益
州
名
画
録
』
に
は
、
後
蜀
の
中
和
年
中
（
八
八
一

〜
八
八
四
）
に
蜀
に
居
住
し
て
い
た
画
家
の
張
南
本
が
、
成
都
、
宝
暦
寺
の
水
陸
院
の
た

め
に
、「
天
神
地
祇
、
三
官
五
帝
、
雷
公
電
母
、
岳
瀆
神
仙
、
自
古
帝
王
、
蜀
中
諸
廟
一

百
二
十
余
幀
」
を
描
い
た
と
の
記
述
が
見
え
、
多
く
の
水
陸
画
を
道
場
に
掛
け
巡
ら
す
儀

式
の
形
態
が
こ
の
頃
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

た
だ
し
、
儀
軌
の
整
備
が
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
初
期
の
儀
式
よ
り
は
大
分
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
古
の
儀
軌
は
、
楊
鍔
が
北
宋
熙
寧
四
年
（
一

〇
七
一
）
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
楊
鍔
本
）
27
（

）。
蜀
で
成
立
し
、
流
行
し
た
こ
の
儀
軌

は
、
三
巻
構
成
で
武
帝
の
旧
規
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
最
も
古
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と

言
う
）
28
（

。
儀
軌
の
全
体
は
残
ら
ず
、「
初
入
道
場
敘
建
水
陸
意
」、「
宣
白
召
請
上
堂
八
位
聖

衆
」、「
宣
白
召
請
下
堂
八
位
聖
凡
」、「
水
陸
斎
儀
文
後
序
」、
の
四
部
分
の
み
が
『
施
食

通
覧
』
へ
の
引
用
と
い
う
か
た
ち
で
残
っ
て
い
る）29
（

。
ま
た
、『
施
食
通
覧
』
は
、
北
宋
の

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
に
亡
き
妻
を
偲
ん
で
開
催
し
た
水
陸
会
（「
眉
山
水
陸
」）
で
用
い
た
、

「
十
六
位
」
の
水
陸
画
に
つ
い
て
蘇
軾
が
作
成
し
た
、
賛
を
載
せ
る
。
蘇
軾
の
挙
げ
る
十

六
位
は
、
楊
鍔
の
儀
軌
に
列
挙
さ
れ
る
そ
れ
と
名
称
、
順
序
と
も
に
一
致
し
て
お
り
、
蜀

の
眉
州
眉
山
の
出
身
で
あ
っ
た
蘇
軾
が
や
は
り
同
系
統
の
儀
軌
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る）30
（

。
こ
の
他
に
も
、
現
存
は
し
な
い
も
の
の
雲
門
宗
の
禅
僧
、
長
廬
宗
賾
は
紹
聖

三
年
（
一
〇
九
六
）
に
記
し
た
「
水
陸
縁
起
」
の
中
で
、
江
淮
な
ど
蜀
以
外
の
地
で
も
水

陸
会
が
流
行
し
、
儀
式
が
増
広
さ
れ
て
い
る
こ
と
受
け
て
、
自
身
が
諸
家
の
儀
文
を
刪
補

詳
定
し
て
ほ
ぼ
完
全
な
も
の
に
し
、
四
巻
の
儀
文
を
編
ん
だ
と
記
し
て
い
る）31
（

。
こ
の
よ
う

に
儀
軌
が
立
て
続
け
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
北
宋
の
十
一
世
紀
末
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
水
陸
会
が
大
流
行
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
南
宋
の
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
に
な
る
と
、
皇
帝
孝
宗
の
宰
相
で
あ
っ
た

史
浩
が
、
金
山
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
大
規
模
な
水
陸
会
を
目
の
当
た
り
し
、
こ
れ
に
影
響

を
受
け
て
四
巻
の
儀
文
を
製
し
て
い
る
（
現
存
せ
ず
。以
下
、史
浩
本
）。そ
し
て
南
宋
の
末
（
咸

淳
五
年
、
一
二
六
九
以
前
）
に
至
る
と
、
史
浩
の
儀
文
は
皇
帝
や
官
僚
を
偏
重
し
、
貴
賤
貧

富
に
対
し
て
平
等
で
は
な
い
と
の
批
判
を
受
け
て
、
志
磐
が
新
た
に
六
巻
の
儀
文
を
編
み

直
し
、
経
典
中
に
記
す
名
位
に
よ
っ
て
、
絵
像
二
十
六
軸
を
製
作
し
た）32
（

。
つ
ま
り
水
陸
会

は
、
史
浩
の
頃
に
は
、
皇
帝
ま
で
も
が
積
極
的
に
関
わ
る
国
家
行
事
ま
で
発
展
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
明
代
に
な
っ
て
、
袾
宏
（
一
五
三
五
〜
一
六
一
五
）
が
志
磐
の
儀
軌
を
重
訂
し
て

『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
斎
儀
軌
』（
以
下
、
袾
宏
本
）
を
編
む
が
、
以
降
現
行
本
に
至
る
ま

で
の
儀
軌
は
い
ず
れ
も
袾
宏
本
を
底
本
と
し
て
清
代
以
降
に
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
）
33
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
九
世
紀
前
半
か
ら
営
ま
れ
て
い
た
水
陸
会
は
、
奇
し
く
も
各
地
で
千
手

観
音
の
巨
像
を
大
閣
に
安
置
す
る
例
が
増
え
る
北
宋
の
十
一
世
紀
後
半
に
は
中
国
の
各
地

で
大
流
行
し
、十
二
世
紀
末
に
は
国
家
が
主
催
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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ま
た
、
儀
軌
の
系
統
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
、
①
楊
鍔
や
蘇
軾
の
四
川
系
儀
軌
、
②
史

浩
が
金
山
寺
の
儀
式
を
も
と
に
編
纂
し
た
儀
軌
、
③
志
磐
が
新
た
に
編
纂
し
、
袾
宏
が
重

訂
し
て
以
来
現
在
に
受
け
継
が
れ
る
儀
軌
、
の
三
系
統
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ

う
し
た
儀
軌
は
、
水
陸
会
の
次
第
、
お
よ
び
そ
の
中
で
用
い
る
像
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の

規
定
を
記
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
宋
代
の
水
陸
会
に
お
け
る
礼
拝
像

　

前
章
で
水
陸
会
儀
軌
の
系
統
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
を
考
慮
す
れ
ば
、
儀
式

全
体
の
流
れ
を
確
認
す
る
上
で
は
、
全
編
を
通
し
て
残
る
袾
宏
本
が
あ
る
程
度
参
考
と
な

る
が
、
十
一
世
紀
後
半
の
儀
式
を
知
る
上
で
重
要
な
の
は
、
最
も
古
い
系
統
に
属
し
、
断

片
的
な
引
用
と
い
う
か
た
ち
で
は
あ
る
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
楊
鍔
の
儀
軌
で
あ

る
。

　

ま
ず
は
袾
宏
本
に
よ
っ
て
儀
式
の
あ
ら
ま
し
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

最
初
に
、
大
穢
迹
金
剛
聖
者
（
烏
樞
沙
摩
明
王
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
神
を
奉
請
し
、
結

界
を
張
る
。
そ
し
て
千
手
観
音
と
毘
盧
遮
那
仏
を
道
場
へ
啓
請
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に

よ
っ
て
加
持
を
施
し
た
水
を
、
道
場
の
至
る
と
こ
ろ
へ
撒
く
。
そ
の
後
、
四
天
を
司
る
四

人
の
使
者
を
奉
請
し
、
水
陸
会
の
開
催
を
発
符
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
上
堂
へ
諸
々
の
仏
、

尊
法
、
菩
薩
、
縁
覚
な
ど
の
諸
聖
を
奉
請
し
、
施
食
、
供
養
し
た
後
に
、
下
堂
へ
六
道
の

群
霊
、
三
界
の
孤
魂
な
ど
を
招
請
し
、
三
宝
に
帰
依
せ
し
め
て
施
食
、
供
養
す
る
。
そ
し

て
最
後
に
、
六
道
衆
生
の
た
め
に
法
要
を
行
い
、
そ
の
浄
土
往
生
を
祈
願
す
る
。
以
上
が

お
お
よ
そ
の
流
れ
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
楊
鍔
本
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
水
陸
会
を
開
催

す
る
意
義
と
開
催
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
を
記
す
、「
初
入
道
場
敘
建
水
陸
意
」
に
よ
れ

ば
儀
式
に
は
「
為
道
場
」、「
為
法
會
」、「
為
供
養
」、「
為
法
財
」
の
四
要
素
が
あ
る
と
い

う
）
34
（

。
ま
た
こ
の
箇
所
の
次
に
引
か
れ
る
、「
宣
白
召
請
上
堂
八
位
聖
衆
」、「
宣
白
召
請
下

堂
八
位
聖
凡
」、
に
は
、
招
請
す
る
十
六
霊
位
の
名
称
と
招
請
に
用
い
る
文
言
を
述
べ
て

お
り
、
や
は
り
招
請
と
、
招
請
し
た
霊
位
に
対
す
る
施
食
、
供
養
が
儀
式
の
中
心
を
占
め

た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

楊
鍔
本
も
袾
宏
本
も
、
道
場
内
の
配
置
や
、
そ
こ
で
用
い
る
像
に
つ
い
て
は
一
切
記
さ

な
い
。
た
だ
し
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
中
和
年
中
（
八
八
一
〜
八
八
四
）
に
既
に
張
南
本
が
、

水
陸
会
で
用
い
る
た
め
の
画
像
一
式
、
合
わ
せ
て
百
二
十
余
幀
を
製
作
し
て
い
る
こ
と

や
、
楊
鍔
本
と
招
請
霊
位
の
名
称
や
順
序
が
一
致
す
る
蘇
軾
の
「
水
陸
像
賛
」
が
残
る
こ

と
か
ら
も
、
水
陸
会
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
こ
れ
ら
多
く
の
画
像
が
招
請
霊
位
の
よ
り
し

ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
前
で
施
食
や
供
養
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
画
像
を
架
け
る
上
で
は
大
き
な
壁
面
が
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
図
1
、
2
は

近
現
代
の
内
壇
配
置
図
で
あ
る
が
、
楊
鍔
本
の
儀
式
も
や
は
り
、
こ
の
よ
う
な
周
囲
に
水

陸
画
を
掛
け
巡
ら
せ
た
空
間
の
中
で
行
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
台
湾
の
智
光
禅
寺
で
水
陸
会
を
調
査
し
て
い
る
鎌
田
茂
雄
氏
に
よ

れ
ば
、
図
1
、
2
中
心
部
の
「
普
供
」
と
記
さ
れ
る
部
分
に
は
、
儀
式
を
進
行
す
る
僧
が

向
き
合
う
「
主
壇
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
観
音
菩
薩
像
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う）35
（

。
ま
た
、

周
耘
氏
が
調
査
し
た
江
蘇
省
常
州
市
の
天
寧
禅
寺
で
は
盧
舎
那
仏
、
釈
迦
仏
、
阿
弥
陀
仏

の
三
尊
が
同
じ
位
置
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う）36
（

。

　

そ
れ
で
は
楊
鍔
の
頃
の
水
陸
会
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
法
会
の
「
本
尊
」

と
言
え
る
よ
う
な
像
は
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
水
陸
会

の
功
徳
に
つ
い
て
述
べ
る
、
楊
鍔
本
の
「
後
序
」
か
ら
い
く
ら
か
の
情
報
が
得
ら
れ
る
。

こ
の
後
序
の
後
半
部
分
は
、
法
会
を
設
け
る
場
所
と
日
に
ち
の
決
定
、
及
び
法
会
の
参
加

者
と
そ
の
心
構
え
に
つ
い
て
説
く
。
そ
の
中
に

凡
斎
以
控
帯
江
山
、
依
拠
林
薄
為
勝
地
、
月
望
為
佳
日
。
先
期
三
日
、
以
浄
水
置
仏

前
、
画
夜
持
呪
、
想
水
成
甘
露
以
洒
法
食
、
即
三
蔵
也
。
臨
壇
宣
文
、
典
其
仏
事
、

即
法
師
也
。
以
音
声
属
和
、
梵
唄
間
作
、
即
歌
賛
也
。
捧
鑪
対
聖
冥
運
願
力
、
即
檀

越
也
）
37
（

。

と
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
斎
会
を
お
こ
な
う
に
は
川
や
山
に
囲
ま
れ
た
、
林
の
薄
い
勝
地

を
も
っ
て
し
、
佳
日
を
選
ん
で
お
こ
な
う
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
後
に
、「
先
期
三
日
」

（
こ
れ
が
法
会
開
始
後
の
三
日
を
指
す
も
の
か
、
法
会
以
前
の
三
日
を
指
す
も
の
か
は
不
明
。
た
だ
し
現

在
で
は
七
日
の
儀
式
の
う
ち
最
初
の
三
日
間
は
深
夜
に
行
な
う）
38
（

）
に
仏
前
に
浄
水
を
置
き
、
夜
間

に
持
呪
し
て
こ
の
水
が
甘
露
と
な
り
、
法
食
を
清
め
る
様
を
観
想
す
る
役
割
を
担
う
の
が
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三
蔵
で
あ
り
、
壇
に
臨
ん
で
宣
文
し
、
仏
事
を
つ
か
さ
ど
る
の
が
法
師
で
あ
る
、
と
説
明

さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
法
会
に
お
い
て
水
陸
画
以
外
に
も
、「
仏
」
や
「
壇
」
と
い
っ

た
像
や
設
え
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
そ
の
前
で
は
、
儀
式
を
進
行
さ
せ
る
上
で
の
主
軸
と

な
る
所
作
、「
持
呪
」、「
宣
文
」、「
仏
事
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
楊
鍔
の
頃
に
は
実
に
様
々
な
か
た
ち
の
水
陸
会
が
乱
立
し
て
い
た

形
跡
が
見
え
る
。「
水
陸
院
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
堂
以
外
に
、
こ
れ
ら
の
儀
式
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
堂
で
行
な
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
記
録
が
見
当
た

ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
儀
式
が
大
流
行
し
て
い
た
十
一
世
紀
、
十
二
世
紀
頃
に
は
、
恐

ら
く
は
諸
寺
院
に
も
と
か
ら
存
在
し
た
堂
に
お
い
て
、
そ
の
堂
の
主
尊
を
「
主
壇
」
の
像

と
し
て
勤
修
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
実
際
に
開
催
さ
れ
た
水
陸
会
に
つ
い
て
の
記
録
に
水
陸
会
の
本
尊
と

見
な
せ
る
像
に
つ
い
て
の
記
述
が
残
る
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。

四
、
水
陸
画
以
外
の
礼
拝
像
に
つ
い
て
の
記
録

　

諸
史
料
に
は
、
儀
式
に
お
け
る
具
体
的
な
用
法
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
も
の
の
、
法
会

に
関
与
し
た
像
が
水
陸
画
以
外
に
も
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
蘇
軾
の
「
釈
迦
文
物
頌
」（『
蘇
東
坡
全
集
』
後
集
巻
十
九
）
に
は
、
蘇
軾
が
亡

き
妻
の
た
め
に
「
敬
画
釈
迦
文
仏
、
及
十
大
弟
子
、
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
十
一
月
十

一
日
、
設
水
陸
道
場
供
養
」
と
あ
り
、
妻
の
供
養
を
目
的
と
し
て
釈
迦
と
十
大
弟
子
の
像

を
画
き
、
水
陸
会
を
設
け
た
こ
と
が
分
か
る）39
（

。
ま
た
、
咸
淳
四
年
（
一
二
六
八
）
頃
に
成

立
し
た
潜
説
友
纂
修
『
咸
淳
臨
安
志
』
崇
福
寺
条
に
は
、
南
宋
の
皇
帝
孝
宗
が
、
紹
熙
元

年
（
一
一
九
〇
）
に
「
塑
千
手
観
音
像
、
作
水
陸
大
斎
所
於
寺
之
西
偏
」
と
見
え
る
。
こ

こ
で
も
や
は
り
、
皇
帝
が
造
ら
せ
た
と
い
う
格
別
な
権
威
を
持
つ
、
新
た
な
像
を
迎
え
て

法
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
金
史
』
巻
二
三
、
五
行
志
に
よ

れ
ば
、
天
会
九
年
（
一
一
三
一
）
七
月
、
金
の
太
宗
が
臨
潢
府
（
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、

赤
峰
市
巴
林
東
旗
林
東
鎮
南
郊
）
に
て
政
務
を
行
っ
て
い
た
際
、
東
の
楼
閣
の
外
に
光
明
が

生
じ
て
そ
の
中
に
高
さ
五
丈
ば
か
り
の
仏
が
顕
現
し
、
帝
が
こ
れ
を
恭
し
く
拝
跪
す
る
、

と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た）40
（

。
そ
し
て
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
〇
に
よ
れ
ば
、
こ
の
奇
瑞

が
あ
っ
た
同
年
、「
金
国
迎
請
栴
檀
瑞
像
到
燕
京
建
水
陸
会
七
昼
夜
、
安
奉
於
閔
忠
寺
供

図 2　『法界聖凡水陸大斎普利道場性相通論』
所載「方壇」　   　　　　　　　 図 1　『水陸儀軌会本』所載「水陸内壇上下堂位次図」
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養
。」、
つ
ま
り
金
が
国
家
を
あ
げ
て
「
栴
檀
瑞
像
」
を
燕
京
へ
迎
え
入
れ
、
七
昼
夜
に
わ

た
っ
て
水
陸
会
を
設
け
、
後
に
閔
忠
寺
に
こ
の
像
を
奉
安
し
、
供
養
し
た
、
と
い
う
の
で

あ
る）41
（

。

　

こ
れ
ら
の
例
に
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
特
定
の
像
と
水
陸
会
と
が
組
み
合
わ
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
像
の
新
造
ま
た
は
迎
え
入
れ
と
い
う
行
為
が
あ
っ
て
水
陸
会
が

成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
太
宗
が
迎
え
入
れ
た
「
栴
檀
瑞
像
」
と
は
、
釈
尊
時
代
の
憍
賞
弥
（
カ

ウ
シ
ャ
ー
ン
ピ
ー
）
の
国
王
、
優
塡
王
が
釈
尊
の
在
世
中
に
作
ら
せ
た
と
い
う
最
初
の
仏
像

を
指
す
。
中
国
に
お
い
て
も
こ
の
像
へ
の
憧
憬
は
き
わ
め
て
強
く
、
根
本
像
ま
た
は
そ
の

写
し
が
同
地
へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
文
献
が
数
多
く
存
在
す
る
。
中
で
も
太
宗
が
獲

得
し
た
像
は
、
鳩
摩
羅
什
と
そ
の
父
琰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
根
本
像
で
あ
る
と
の
伝

承
を
持
つ
も
の
で
、
太
宗
以
前
に
は
北
宋
の
宮
中
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
由
緒
が
あ

る
）
42
（

。
ま
た
、
蘇
軾
が
描
か
せ
た
釈
迦
十
大
弟
子
像
も
同
様
に
、
水
陸
会
を
開
催
す
る
発
端

と
な
っ
た
像
で
あ
る
。
こ
う
し
た
由
緒
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
像
は
前
章
で
述
べ
た
よ

う
に
、
法
会
の
主
壇
に
、
本
尊
と
し
て
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

孝
宗
が
造
ら
せ
た
と
い
う
千
手
観
音
塑
像
の
例
は
、
水
陸
会
の
発
端
と
は
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
他
の
二
像
と
や
や
性
質
を
異
に
す
る
。
と
い
う
の
も
蘇
軾
の
釈
迦
像
や
金
太
宗

の
栴
檀
瑞
像
が
移
動
可
能
な
像
で
あ
る
の
に
対
し
、
孝
宗
の
像
は
、
寺
の
堂
宇
の
主
尊
で

あ
っ
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。
先
に
『
咸
淳
臨
安
志
』
の
本
文
を
引
用
し
た
。

選
者
潜
説
友
は
そ
の
後
に
、
本
文
を
執
筆
す
る
上
で
参
照
し
た
と
思
し
い
史
料
を
幾
つ
か

掲
載
す
る
が
、
そ
の
部
分
を
見
る
と
、
千
手
観
音
の
下
り
は
、「
何
參
政
澹
撰
寺
記
」（
以

下
、「
寺
記
」）
な
る
史
料
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
「
何
參
政
澹
」

と
は
、『
宋
史
』
巻
三
九
四
、
列
伝
一
五
三
に
伝
が
立
つ
何
澹
（
字
自
然
、
處
州
龍
泉
の
出
身
）

の
こ
と
で
あ
る
。
何
澹
は
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
に
進
士
と
な
っ
た
が
、
彼
が
「
寺
記
」

の
題
名
に
も
見
え
る
參
政
を
務
め
た
の
は
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
か
ら
嘉
泰
元
年
（
一
二

〇
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。と
な
れ
ば
「
寺
記
」
も
や
は
り
そ
の
頃
に
編
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
何
澹
の
「
寺
記
」
は
孝
宗
に
よ
る
紹
熙
元
年
の
千
手
観
音
造
像
と
水
陸
会
開
催
に

つ
い
て
伝
え
る
、
同
時
代
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
記
の
該
当
箇
所
を
見
る

と
そ
こ
に
は
「
別
創
観
音
道
場
、
作
水
陸
大
斎
所
於
西
偏
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
文
頭
に

「
別
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
以
前
の
部
分
で
は
主
に
、
金
軍
が
南
宋
の
都
臨
安
に
攻
め
込

ん
だ
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
の
兵
火
で
焼
失
し
、
そ
の
後
復
興
し
た
、
崇
福
寺
の
根
本

伽
藍
の
沿
革
に
つ
い
て
記
す
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
寺
記
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
単

に
千
手
観
音
の
像
だ
け
で
な
く
、
像
を
主
尊
と
す
る
堂
も
含
む
、「
道
場
」
を
寺
内
に
創

建
し
、
そ
の
道
場
の
西
偏
に
「
水
陸
大
斎
所
」
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
千
手
観
音

像
を
本
尊
と
し
て
水
陸
会
を
勤
修
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
も
の
の
、
千
手
観
音
像
を
本

尊
と
す
る
「
道
場
」
で
水
陸
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
、
孝
宗
が
重
視
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
宋
の
皇
室
が
観
音
信
仰
を
格
別
に
重
視
し
て
お
り
、
霊
験
仏
と
し
て
名
高

い
臨
安
上
天
竺
寺
の
観
音
像
を
度
々
宮
中
へ
「
迎
請
」
し
、
祈
雨
な
ど
の
儀
式
を
行
っ
て

い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）43
（

。
ま
た
、『
仏
祖
統
記
』
巻
五
二
に
は
高
宗
の
代
に
、「
金

虜
入
杭
。
上
親
詣
上
竺
大
士
殿
恭
祈
、
爲
戦
没
者
修
水
陸
供
。
有
夢
戦
死
者
相
慶
得
生
善

趣
）
44
（

。」、
す
な
わ
ち
、
金
軍
が
杭
州
へ
攻
め
入
っ
た
た
め
、
皇
帝
自
ら
上
天
竺
寺
の
大
士
殿

へ
詣
で
て
祈
り
、
戦
没
者
の
為
に
水
陸
会
を
行
っ
た
結
果
、
夢
に
戦
死
者
が
あ
ら
わ
れ
、

善
趣
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
適
っ
た
と
よ
ろ
こ
ん
だ
、
と
あ
る
。
孝
宗
が
紹
熙
元
年
に

千
手
観
音
像
を
主
尊
と
す
る
道
場
を
構
え
て
水
陸
会
を
開
催
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う

な
熱
心
な
観
音
信
仰
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
水
陸
会
の
儀
軌
に
は
、
本
尊
と
し
て
用
い
る
べ
き
像
に
つ
い

て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
章
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
儀
軌
以
外
の
文
献

に
お
い
て
は
、
水
陸
画
以
外
で
水
陸
会
に
関
与
し
た
像
と
し
て
、
釈
迦
像
や
千
手
観
音
像

が
登
場
す
る
。
前
章
で
は
水
陸
会
の
催
さ
れ
た
寺
院
堂
宇
の
主
尊
が
、
そ
の
ま
ま
水
陸
会

の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
水
陸
会
の
本
尊
と
は
特
定

の
尊
種
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
尊
種
が
こ
れ
を
務
め
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
崇
福
寺
の
水
陸
会

が
、
皇
室
が
あ
つ
く
信
仰
し
た
観
音
像
を
本
尊
と
し
て
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
不
思
議
は

な
い
。

五
、
水
陸
会
に
期
待
さ
れ
た
功
徳

　

尊
種
に
つ
い
て
特
に
規
定
は
な
い
と
し
て
も
、
水
陸
会
の
本
尊
と
し
て
は
や
は
り
、

人
々
が
こ
の
儀
式
に
期
待
す
る
功
徳
を
投
影
し
得
る
よ
う
な
像
が
望
ま
し
か
っ
た
と
考
え
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ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
宋
代
の
水
陸
会
に
お
い
て
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
功
徳
を
期
待
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
千
葉
照
観
氏
が
史
料
を
博
捜
し
て
検
討

し
て
い
る
が
、
氏
に
よ
れ
ば
、
水
陸
会
を
催
す
主
な
理
由
と
し
て
は

①　

鬼
神
に
水
陸
の
法
食
を
施
し
て
、
勧
め
て
菩
提
心
の
行
を
励
ま
し
荘
厳
さ
せ
る
。

②　

六
道
四
生
の
苦
悩
を
救
い
、
地
獄
の
者
た
ち
を
救
い
出
し
て
人
間
に
生
ま
れ
さ
せ

る
。

③　

上
は
諸
仏
か
ら
下
は
諸
鬼
神
衆
な
ど
に
至
る
四
聖
六
凡
に
対
し
て
普
く
供
養
す

る
。
法
食
を
受
け
た
も
の
で
い
ま
だ
菩
提
心
を
発
こ
し
て
い
な
い
者
は
、
菩
提
心

を
起
こ
す
。
い
ま
だ
苦
輪
を
抜
け
出
し
て
い
な
い
も
の
は
、
不
退
転
を
得
る
。
い

ま
だ
仏
道
を
成
じ
て
い
な
い
も
の
は
、
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

④　

戦
死
者
、
家
族
、
祖
先
な
ど
の
故
人
を
慰
撫
し
、
供
養
す
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。特
に
④
に
つ
い
て
氏
は
、水
陸
会
の
起
源
と
も
さ
れ
る
『
焔

口
経
』
に
か
ら
派
生
し
た
、
伝
不
空
訳
『
瑜
伽
集
要
阿
難
陀
羅
尼
焔
口
軌
儀
経
』
に
、
亡

人
に
施
食
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
『
施
食
通
覧
』
の
附
録
に
引
用
さ
れ
る

道
宣
の
『
四
文
律
刪
繁
補
欠
闕
行
事
鈔
』
巻
下
三
に
「
今
有
為
亡
人
設
食
者
）
45
（

」
と
あ
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
、
死
者
の
霊
魂
を
鬼
神
と
称
し
て
き
た
中
国
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
故

人
に
対
す
る
施
食
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
知
恩
院
蔵
宋
版
大
蔵

経
の
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
六
尾
に
あ
る
、「
靖
康
建
炎
」、
つ
ま
り
金
が
北
宋
を

滅
ぼ
し
た
靖
康
の
変
（
一
一
二
六
）
や
、
同
国
が
南
宋
の
都
臨
安
に
攻
め
入
っ
た
建
炎
元

年
以
降
に
兵
刀
に
か
か
っ
て
苦
疫
を
被
る
衆
生
を
解
脱
さ
せ
る
た
め
に
水
陸
会
を
開
い
た）46
（

こ
と
を
記
す
、
紹
興
庚
午
年
（
一
一
五
〇
）
付
の
書
き
入
れ
な
ど
、
多
く
の
例
を
挙
げ
て

い
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
、
宋
の
孝
宗
が
健
炎
元
年
の
金
の
侵
攻
に
よ
っ
て
一
度
は

焼
失
し
た
崇
福
寺
で
水
陸
会
を
設
け
た
例
や
、
高
宗
が
同
じ
く
金
軍
侵
攻
の
際
の
戦
没
者

の
た
め
に
水
陸
会
を
催
し
た
例
も
、
こ
の
部
類
に
入
る
で
あ
ろ
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
叶
え
る
功
徳
が
、
い
ず
れ
も
千
手
観
音
の
陀
羅
尼

の
功
徳
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
観
音
の
大
手
や
眷
族
の
中
に
造
形
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
の
四
川
の

千
手
観
音
像
に
、
観
音
が
台
座
左
右
に
甘
露
手
と
宝
雨
手
を
垂
ら
し
、
そ
の
下
方
で
甘
露

や
宝
雨
を
受
け
る
、
餓
鬼
や
貧
人
の
姿
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
が
、
先
行
研
究

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
千
手
観
音
の
大
手
に
甘
露
手
と
宝
雨
手
が
取
り
込
ま
れ

る
過
程
に
、
水
陸
会
の
派
生
元
と
も
さ
れ
る
、『
面
然
経
』
や
『
焔
口
経
』
が
深
く
関
わ
っ

た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る）47
（

。

　

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
千
手
観
音
の
主
要
経
典
で
あ
る
伽
梵
達
摩
訳
、『
千
手
千
眼
観

世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
疑
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（
以
下
、『
千
手
経
』）
の
願
文
に
「
我
若
向

刀
山
、
刀
山
自
摧
折
、
我
若
向
火
湯
、
火
湯
自
消
滅
、
我
若
向
地
獄
、
地
獄
自
枯
竭
」
と

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
千
手
観
音
が
地
獄
救
済
の
性
格
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
性
格

が
千
手
観
音
の
眷
族
と
し
て
観
音
の
台
座
左
右
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
さ
れ
る
、
婆
藪
仙
像

と
功
徳
天
像
に
よ
っ
て
視
覚
化
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）48
（

。

　

③
に
関
し
て
は
、
菩
提
心
を
起
こ
さ
せ
る
、
不
退
転
を
得
さ
せ
る
、
仏
道
を
成
さ
せ
る

な
ど
の
功
徳
が
い
ず
れ
も
大
悲
呪
の
功
徳
と
し
て
『
千
手
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

の
み
な
ら
ず
同
経
中
に
、「
若
爲
従
今
身
至
仏
身
、
菩
提
心
常
不
退
転
者
、
当
於
不
退
金

輪
手
。」
と
説
か
れ
る
金
輪
手
が
、
四
十
手
の
一
と
し
て
造
形
化
さ
れ
て
い
る）49
（

。

　

そ
し
て
特
に
④
に
対
応
す
る
功
徳
の
造
形
表
現
に
つ
い
て
は
、
餓
鬼
に
甘
露
を
施
す
甘

露
手
、
そ
し
て
十
方
浄
土
へ
の
往
生
を
か
な
え
る
青
蓮
華
手
、
梵
天
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り

を
叶
え
る
君
遅
手
、
諸
天
宮
へ
の
往
生
を
か
な
え
る
紅
蓮
華
手
、
生
ま
れ
代
わ
る
先
々
で

諸
仏
の
側
を
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
化
仏
手
、
生
ま
れ
代
わ
る
先
々
で
、
常
に
仏
の
宮
殿

の
中
に
お
り
、
肉
体
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
化
宮
殿
手
な
ど
が
『
千
手
経
』
に
説
く
四

十
手
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
数
々
の
例
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
功
徳
を
約
束
す
る
の
は
特
に
千
手
観
音
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
功
徳
の
実
現
性
を
観
音
左
右
の
眷
族
や
、
持
物
を
執
る
、
あ
る
い
は
印
を

結
ぶ
四
十
臂
に
よ
っ
て
見
る
者
に
具
体
的
に
表
す
の
が
こ
の
観
音
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し

て
、
水
陸
会
を
開
催
す
る
理
由
の
中
で
も
特
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
た
死
者
供
養
と

い
う
目
的
に
対
応
す
る
功
徳
を
、
こ
の
観
音
が
こ
と
さ
ら
強
く
約
束
す
る
こ
と
が
、
そ
の

よ
う
に
視
覚
面
に
お
い
て
も
、
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

宋
代
ま
で
に
巨
大
な
像
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宋
代
以
降
、
大
型
の
堂
宇
に
安
置
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さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
千
手
観
音
像
は
、
そ
う
し
た
現
象
の
以
前
か
ら
、
水
陸
会
に
期
待

さ
れ
る
功
徳
の
多
く
を
か
な
え
る
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
功
徳
を
視
覚
化
す

る
四
十
大
手
や
左
右
の
眷
族
は
、
既
に
八
世
紀
後
半
の
時
点
で
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い

る
こ
と
が
、
現
存
作
例
か
ら
確
認
で
き
る）50
（

。
つ
ま
り
、
千
手
観
音
像
は
、
も
と
よ
り
水
陸

会
の
本
尊
に
相
応
し
い
像
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
ま
ず
、
十
一
、
二
世
紀
宋
代
の
中
国
に
お
い
て
は
、
大
型
の
千
手
観
音
像
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
人
々
が
そ
の
前
に
集
え
る
よ
う
な
空
間
を
像
の
前
に
設
け
る
と

い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
唐
代
の
千
手
観
音
像
で
は
古
く
か

ら
、
施
餓
鬼
の
経
典
で
あ
る
『
焔
口
経
』
と
『
面
然
経
』
に
由
来
す
る
二
手
を
こ
と
さ
ら

に
強
調
す
る
表
現
を
と
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
巨
像
が
、
水
陸
会

の
本
尊
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
宋
代
に
至
る
ま
で
の
水
陸
会
の
沿
革
に
つ
い
て
確
認
し
、
水
陸
会
が
も
と
は

『
焔
口
経
』
と
『
面
然
経
』
か
ら
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
儀
式
は
九
世
紀
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
も
の
の
、
十
一
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
儀
軌
の
整
備
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
儀
式
が

さ
か
ん
に
な
り
、
国
家
主
催
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま

た
、
沢
山
の
水
陸
画
を
か
け
め
ぐ
ら
せ
た
道
場
で
儀
式
を
行
う
と
い
う
形
式
が
初
期
の
時

点
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
宋
代
の
儀
軌
か
ら
は
道
場
の
中
心
に
主
壇
を
設

け
、
像
を
安
置
し
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
主
壇
に
置
く
像
を
特
定

の
尊
種
に
限
る
規
定
は
な
い
こ
と
を
、宋
代
の
史
料
や
儀
軌
を
検
討
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
の
儀
式
に
つ
い
て
の
記
録
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
水
陸
会
が
さ
ま
ざ
ま
な

由
緒
の
あ
る
像
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
南
宋
の
皇
帝
が
、
首
都
臨
安
の
寺

院
に
千
手
観
音
を
本
尊
と
す
る
観
音
道
場
を
設
立
し
、
そ
こ
で
水
陸
会
を
開
催
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
宋
代
の
水
陸
会
が
様
々
な
目
的
の
た
め
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
亡
者

へ
の
施
食
と
供
養
を
趣
旨
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
千
手
観
音
が
、
も
と

よ
り
こ
れ
ら
の
功
徳
を
か
な
え
る
存
在
と
し
て
経
典
中
に
説
か
れ
て
お
り
、
造
形
化
さ
れ

て
き
た
こ
と
、
ま
た
功
徳
の
中
で
も
特
に
亡
者
の
安
寧
を
実
現
す
る
も
の
が
強
調
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
も
、
宋
代
の
水
陸
会
に
お
い
て
千
手
観
音
が
本
尊
と
し
て
用

い
ら
れ
た
可
能
性
は
、
大
い
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
文
献
史
料

か
ら
は
、
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
勅
額
を
掲
げ
る
禅
宗
寺
院
で
千
手
観
音

の
巨
像
を
ま
つ
る
主
要
堂
宇
を
新
た
に
建
設
す
る
例
が
散
見
さ
れ
た
。
同
時
期
に
皇
室
に

も
重
視
さ
れ
て
い
た
水
陸
会
は
、
あ
る
い
は
、
皇
室
が
あ
つ
く
拝
ん
で
い
た
観
音
の
像
を

ま
つ
る
こ
れ
ら
の
堂
で
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
布
施
を
集
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
宋
代
以
降
に
中
国
仏
教
の
主
流
の
一
つ
と
な
る
禅
宗
で
は
、
唐
代
以
来
、
千
手

観
音
へ
の
信
仰
を
重
視
し
て
い
る
。
十
一
世
紀
、
十
二
世
紀
宋
代
に
見
ら
れ
る
大
型
千
手

観
音
像
の
増
加
と
い
う
現
象
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し

あ
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
の
で
は
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（1
）　

小
林
太
市
郎
「
唐
代
の
大
悲
観
音
」（『
佛
教
藝
術
』
二
〇
号
、
一
九
五
三
年
）、「
唐
代
の
大
悲

観
音
（
二
）」（『
佛
教
藝
術
』
二
一
号
、
一
九
五
四
年
）、「
唐
代
の
大
悲
観
音
（
三
）
│
並
に
本

朝
に
お
け
る
千
手
観
音
信
仰
の
起
源
に
つ
い
て
│
」（『
佛
教
藝
術
』
二
二
号
、
一
九
五
四
年
）
な

ど
。

（
2
）　
「
迎
請
」
に
は
祈
雨
、
祈
晴
、
祈
雪
な
ど
を
願
う
例
が
あ
っ
た
と
い
う
。
井
手
誠
之
輔
「
南
宋

の
杭
州
仏
画
」（『
日
本
の
美
術 

第
四
一
八
号 

日
本
の
宋
元
仏
画
』、
至
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）、

同
「
礼
拝
像
に
お
け
る
視
覚
表
象
：
宋
元
仏
画
の
場
合
（『
死
生
学
研
究
』
一
六
号
、二
〇
一
一
年
）。

（
3
）　

濱
田
瑞
美
「
敦
煌
唐
宋
時
代
の
千
手
千
眼
観
音
変
の
眷
属
衆
に
つ
い
て
」（『
奈
良
美
術
研
究
』

第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）
五
六
〜
六
三
頁
。

（
4
）　

濱
田
瑞
美
「
中
国
四
川
資
州
の
千
手
千
眼
観
音
大
像
龕
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
研
究
』
第
四
四

冊
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
5
）　

牧
田
諦
亮
『
中
国
仏
教
史
研
究 

第
二
』、「
第
十
章 

水
陸
会
小
考
」（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四

年
）、
二
一
三
〜
二
一
四
頁
。

（
6
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
四
九
、
三
二
一
頁
ｃ
。

（
7
）　

同
石
窟
の
蔵
経
洞
か
ら
発
掘
さ
れ
、
現
在
で
は
大
英
博
物
館
、
ギ
メ
東
洋
美
術
館
、
デ
リ
ー
博

物
館
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
所
謂
敦
煌
画
も
含
む
。

（
8
）　

王
恵
民
「
敦
煌
千
手
千
眼
観
音
像
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）、
彭
金
章
「
千

眼
照
見　

千
手
護
持
│
敦
煌
密
教
経
変
研
究
之
三
」（『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
六
年
第
一
期
）、
胡

文
和
「
四
川
与
敦
煌
石
窟
中
的
『
千
手
千
眼
大
悲
変
相
』
的
比
較
研
究
」（『
仏
学
研
究
中
心
学
報
』

一
九
九
八
年
第
三
期
）
な
ど
を
参
照
。



W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L

（10）217

（
9
）　

前
掲
注（
1
）小
林
氏
論
文
。

（
10
）　

前
掲
注（
4
）濱
田
氏
論
文
。

（
11
）　

餓
鬼
と
貧
人
を
と
も
な
う
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
は
、
朴
亨
国
「『
餓
鬼
を
も
救
済
す
る
観
音

菩
薩
』
の
造
形
的
な
表
現
（『
佛
教
藝
術
』
二
七
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
）
に
も
詳
し
い
。

（
12
）　

前
掲
注（
4
）濱
田
氏
論
文
。

（
13
）　

千
葉
照
観
「
現
中
国
で
最
も
盛
大
な
仏
教
儀
礼
：
水
陸
会
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年

報
』
第
十
五
巻
、
一
九
九
三
年
）
三
五
頁
、
坂
本 

道
生
、「
水
陸
会
成
立
の
経
緯
と
展
開
に
つ
い

て
」（『
天
台
学
報
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
14
）　

前
掲
注（
1
）小
林
氏
「
唐
代
の
大
悲
観
音
（
二
）」
九
〇
〜
九
七
頁
、
同
「
唐
代
の
大
悲
観
音

（
三
）
│
並
に
本
朝
に
お
け
る
千
手
観
音
信
仰
の
起
源
に
つ
い
て
│
」
四
頁
、
前
掲
注（
4
）濱
田

氏
論
文
、
一
七
二
頁
、
一
七
五
頁
な
ど
。

（
15
）　

小
林
太
市
郎
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
前
掲
注（
1
）「
唐
代
の
大
悲
観
音
（
三
）
│
並
に
本
朝
に
於

け
る
千
手
信
仰
の
起
源
に
つ
い
て
│
」
四
頁
。

（
16
）　

現
在
で
は
同
じ
く
鎮
州
の
龍
興
寺
に
、
こ
の
像
と
伝
え
ら
れ
る
千
手
観
音
の
立
像
が
残
る
が
、

龍
興
寺
の
像
は
様
式
的
に
は
北
宋
（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
）
末
の
特
徴
を
示
す
と
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
注（
1
）小
林
論
文
「
唐
代
の
大
悲
観
音
（
二
）」、
九
七
頁
。

（
17
）　

宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
修
『
内
江
県
志
』。

（
18
）　
「
美
術
史
料
と
し
て
読
む
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
│
釈
読
と
研
究
│
（
四
）」
二
五
頁
、
注
五

八
「
空
慧
寺
」（『
奈
良
美
術
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
19
）　

こ
の
像
に
関
し
て
は
、
一
〇
七
六
年
か
ら
一
〇
八
五
年
の
間
、
蜀
に
滞
在
し
た
蘇
軾
が
「
大
聖

慈
寺
大
悲
圓
通
閣
記
」
な
る
賛
を
寄
せ
て
お
り
、
同
時
代
に
名
を
馳
せ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

『
蘇
東
坡
全
集 

前
集
』
巻
四
〇
。

（
20
）　

宋
、
氾
成
大
編
『
成
都
古
寺
名
筆
記
』（
楊
慎
輯
『
全
蜀
芸
文
志
』
巻
四
十
二
所
収
）。

（
21
）　

四
川
省
文
史
研
究
館
『
成
都
城
房
古
迹
考
』（
成
都
時
代
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
三
二
三
〜

四
頁
、
王
衛
明
「
五
代
に
お
け
る
西
蜀
寺
観
壁
画
に
関
す
る
一
考
察
│
成
都
大
聖
慈
寺
の
絵
画
史

料
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
京
都
橘
女
子
大
学
紀
要
』
第
二
六
号
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
22
）　

阿
川
正
貫
「
水
陸
会
」
の
現
況
及
び
一
考
察
（『
佛
教
文
化
硏
究
』
第
四
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）

四
五
頁
。

（
23
）　
『
施
食
通
覧
』
所
載
、
楊
鍔
「
水
陸
大
斎
霊
跡
記
」（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
七
冊
、
一

一
三
頁
ｃ
）。

（
24
）　

前
掲
注（
13
）千
葉
氏
論
文
三
五
頁
、
前
掲
注（
13
）坂
本
氏
論
文
、
一
七
一
頁
な
ど
。

（
25
）　

千
葉
照
観
「
瑜
伽
焔
口
と
水
陸
会
」（
大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
仏
教

文
化
の
展
開
：
大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
』、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
三
年
）
三
五

八
頁
。

（
26
）　

前
掲
注（
25
）千
葉
氏
論
文
、
三
五
八
頁
。

（
27
）　

楊
鍔
以
降
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
水
陸
会
儀
軌
に
つ
い
て
は
、
前
傾
注（
25
）千
葉
氏
論
文
に
詳

細
な
一
覧
が
載
る
（
三
五
九
頁
〜
三
六
〇
頁
）。

（
28
）　
「
本
朝
東
川
楊
鍔
祖
述
舊
規
、
製
儀
文
三
卷
。
行
於
蜀
中
、
最
為
近
古
。」（
嘉
泰
四
年
、
宗
暁

撰
『
施
食
通
覧
』
所
載
、
宗
賾
述
『
水
陸
縁
起
』、『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
七
冊
、
一
一
四

頁
ｂ
）。

（
29
）　
『
施
食
通
覧
』
所
載
（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
七
冊
、
一
一
六
頁
ｂ
〜
ｃ
）。

（
30
）　

こ
れ
ら
四
川
系
の
水
陸
会
は
、
当
時
金
山
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
梁
武
帝
に
仮
託
さ
れ
る
水
陸
会

に
基
づ
く
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
照
観
「
水
陸
会
形
成
に
関
っ
た
天
台
系
の
学
僧
」

（『
天
台
学
報
』
第
三
十
五
号
、
一
九
九
二
年
）
八
〇
頁
、
戴
暁
雲
「
北
水
陸
法
会
修
斎
儀
軌
考
」、

『
世
界
宗
教
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
一
期
、
高
志
緑
「
南
宋
時
代
の
水
陸
画
に
つ
い
て
│
水
陸
儀

軌
の
変
遷
を
手
が
か
り
に
」（
第
六
五
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
発
表
、
二
〇
一
二
年
五
月
一
九

日
、
於
國
學
院
大
學
）
な
ど
参
照
。

（
31
）　
『
施
食
通
覧
』
所
載
、
宗
賾
『
水
陸
縁
起
』（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
七
冊
、
一
一
四
頁
ｂ
）。

（
32
）　

志
磐
撰
『
仏
祖
統
記
』
巻
十
七
、
水
陸
会
条
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
四
九
、
三
二
一
頁
ｃ
）。

金
山
系
の
儀
文
は
「
北
水
陸
」、
志
磐
の
改
訂
版
は
「
南
水
陸
」
と
呼
ば
れ
る
。
な
お
、
前
掲
注

一
七
千
葉
氏
論
文
に
よ
れ
ば
韓
国
に
は
袾
宏
改
訂
以
前
の
志
磐
の
儀
軌
が
残
る
と
い
う
（
三
五
九

頁
〜
三
六
〇
頁
）。
ま
た
、
近
年
中
国
で
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
中
国
国
家
図
書
館
、
北
京
師

範
大
学
な
ど
が
所
蔵
す
る
『
天
地
冥
陽
水
陸
儀
文
』
が
北
水
陸
の
儀
軌
に
あ
た
り
、
中
国
北
部
に

残
る
水
陸
画
が
こ
の
儀
軌
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
て
い
る
と
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
前
掲

注（
30
）戴
論
文
）。

（
33
）　

現
行
の
『
水
陸
儀
軌
会
本
』
は
清
代
に
儀
潤
が
袾
宏
本
を
詳
述
し
た
『
法
界
聖
凡
水
陸
普
度
大

斎
勝
会
儀
軌
会
本
』
を
底
本
と
す
る
。
こ
の
他
に
現
在
の
儀
式
に
お
い
て
は
、
咫
観
『
法
界
聖
凡

水
陸
大
齋
普
利
道
場
性
相
通
論
』
及
び
『
法
界
聖
凡
水
陸
大
齋
法
輪
宝
懺
』（『
新
纂
大
日
本
続
蔵

経
』
第
一
二
九
、
一
三
〇
冊
）
も
参
照
さ
れ
る
。
周
耘
「
水
陸
法
会
の
歴
史
的
沿
革
と
儀
礼
の
構

成
に
つ
い
て
の
研
究
│
中
国
仏
楽
研
究
シ
リ
ー
ズ
3
」、『
黄
檗
文
化
』
第
一
三
〇
号
、
二
〇
〇
九

年
、
三
二
三
頁
。

（
34
）　
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
七
冊
、
一
一
六
頁
ｂ
。

（
35
）　

鎌
田
茂
雄
『
中
国
の
仏
教
儀
礼
』（
大
蔵
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
六
年
）「
第
八
章　

水
陸
法

会
」、
一
二
九
頁
。

（
36
）　

前
掲
注（
33
）周
氏
論
文
三
〇
九
頁
。

（
37
）　
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
五
七
冊
、
一
一
八
頁
ｂ
。

（
38
）　

前
掲
注（
35
）鎌
田
氏
論
文
、
一
三
四
頁
。

（
39
）　

前
掲
注（
30
）千
葉
氏
論
文
、
八
〇
頁
。

（
40
）　
「
九
年
七
月
丙
申
、
上
御
西
楼
聴
政
、
聞
咸
州
所
貢
白
鵲
音
忽
異
常
、
上
起
視
之
、
見
東
楼
外

光
明
中
有
像
巍
然
高
五
丈
許
、
下
有
紅
雲
承
之
、
若
世
所
謂
仏
者
、
乃
擎

修
虔
、
久
之
而
没
。」

藤
原 
崇
人
「
栴
檀
瑞
像
の
坐
す
都
：
金
の
上
京
会
寧
府
と
仏
教
」（『
環
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

年
報
』
第
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
六
頁
。

（
41
）　

前
掲
注
四
〇
、
藤
原
氏
論
文
。

（
42
）　

北
宋
、
金
へ
伝
来
し
た
鳩
摩
羅
什
請
来
像
に
つ
い
て
は
平
林
盛
得
「
資
料
紹
介 

優
塡
王
所
造



水
陸
会
に
お
け
る
千
手
観
音
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察
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栴
檀
釋
迦
瑞
像
歷
記 

│
附 

西
郊
淸
涼
寺
瑞
像
流
記
│
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
七

四
年
）
並
び
に
前
掲
注（
40
）、
藤
原
氏
論
文
な
ど
を
参
照
。
優
塡
王
像
に
つ
い
て
は
、
肥
田
路
美

「
初
唐
時
代
に
お
け
る
優
塡
王
像
│
玄
奘
の
釈
迦
像
請
来
と
そ
の
受
容
の
一
相
│
」『
美
術
史
』
一

二
〇
号
、
一
九
八
六
年
、
稻
本
泰
生
「
優
塡
王
像
東
傳
考
│
中
國
初
唐
期
を
中
心
に
│
」、『
東
方

學
報
』
第
六
九
冊
、
一
九
九
七
年
、
濱
田
瑞
美
「
中
国
初
唐
時
代
の
洛
陽
周
辺
に
お
け
る
優
塡
王

像
に
つ
い
て
」、『
佛
教
藝
術
』
二
八
七
号
、
二
〇
〇
六
年
、
な
ど
を
参
照
。

（
43
）　

前
掲
注（
2
）、
井
手
氏
論
文
な
ど
。

（
44
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
四
九
、
四
五
六
頁
ｂ
。

（
45
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
四
〇
、
一
三
七
ａ
。

（
46
）　

日
智
覩
靖
康
建
炎
以
来
雲
遊
淮
浙
間
見
衆
生
罹
兵
刀
諸
大
苦
厄
遂
生
衰
閔
欲
令
解
脱
乃
收
遺
骸

焚
痊
薦
導
所
至
州
県
名
山
飯
僧
百
万
衆
設
幽
冥
水
陸
二
百
会
印
施
彌
陀
観
音
像
二
万
済
覓
設
獄
募

衆
踊
経
三
百
万
藏
結
華
厳
場
会
一
百
万
人
漸
次
遊
行
以
至
福
州
開
元
大
藏
経
未
円
因
施
長
財
開
茲

経
一
巻
集
茲
妙
善
用
薦
法
界
一
切
幽
魂
滞
魄
及
有
情
無
情
倶
登
覚
岸
次
願
我
此
身
成
道
後
化
身
無

数
百
倶
低
隨
類
攝
化
度
衆
生
同
入
汪
洋
薩
婆
海
紹
興
庚
午
歳
下
元
宣
州
廣
教
慧
海
大
師
日
智
。

（
47
）　

前
掲
注（
4
）濱
田
氏
論
文
、
及
び
前
掲
注（
11
）朴
氏
論
文
参
照
。

（
48
）　

濱
田
瑞
美
「
千
手
観
音
眷
属
の
功
徳
天
と
婆
薮
仙
を
め
ぐ
っ
て
」（『
密
教
図
像
』
第
二
九
号
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
49
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
二
〇
、
一
〇
九
頁
ａ
。

（
50
）　

早
期
の
例
と
し
て
は
、
四
川
省
邛
峽
市
に
あ
る
石
笋
山
摩
崖
造
像
の
第
三
号
龕
、
第
八
号
龕
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
摩
崖
に
つ
い
て
は
、
丁
祖
春
、
王
熙
祥
「
邛
峽
石
笋
山
摩
崖
造
像
」（『
四

川
文
物
』
一
九
八
四
年
、
第
二
期
）、
盧
丁
、
雷
玉
華
、
肥
田
路
美
主
編
『
中
国
唐
代
摩
崖
造
像

│
蒲
江
・
邛
峽
地
区
調
査
研
究
報
告
』（
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
拙
稿
「
山
中
禅
定
像
を

と
も
な
っ
た
千
手
観
音
龕
に
つ
い
て
│
四
川
省
邛
峽
石
笋
山
摩
崖
の
作
例
を
中
心
に
│
」（『
美
術

史
研
究
』
第
四
六
冊
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

図
版
出
典

図
1　

鎌
田
茂
雄
『
中
国
の
仏
教
儀
礼
』（
大
蔵
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
六
年
）「
第
八
章　

水

陸
法
会
」、
一
三
〇
頁
図
二
二
。

図
2　
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
二
九
冊
。
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The Role of a Thousand-Eyed Thousand Armed Avalokitesvara Images 
in Shuiluhui 水陸会 Rituals

Suijun RA

Abstract
　Among the Tang-Song images of the Thousand-armed Avalokitesvara in China, several works in Sichuan stand 
out from others due to their exceptional size. These statues were created from the end of the Tang until the begin-
ning of Song dynasties, and are argued to have functioned as the main icon of the Buddhist ritual of Shuiluhui 水
陸会. This paper aims to consider specifically how the images may have been used in the ritual, and the historical 
background that lead to the selection of this image as the main icon.
　An examination of the relevant historical records revealed that many such enormous statues were created dur-
ing the 11th and 12th century, in prominent Chan sect temples that were authorized by the Imperial House. The 
records also indicated that during the 12th century when the Shuiluhui became exceptionally popular and many of 
its manuals were edited, the emperor himself created a daocheng 道場 in the Chongfusi 崇福寺 temple located in 
the capital, Lin’an 臨安. The main icon of this daocheng was the Thousand-armed Avalokitesvara. The remaining 
sections of a Shuiluhui manual from Song suggested that a main icon was placed in the middle of the ritual space 
and shuiluhua 水陸画 were hung on the four surrounding walls. The Thousand-armed Avalokitesvara promises 
and visualizes in its attributes numerous types of power that realize what the contemporaries hoped to achieve 
through the convening of shuiluhui. Thus, the paper concludes that the large images of this deity was most likely 
placed in the center of the daocheng, and the attendees projected onto the image, what they hoped to achieve 
through the ritual.


